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１．はじめに
いわゆる「理科離れ」が声高に叫ばれて久しい。このことに関する分析等についての報告は

様々なされているが、中でも、経済協力開発機構（OECD）による生徒の学習到達度調査（PISA）
の2003年及び2006年調査の結果は「PISAショック」などと衝撃をもって世間の耳目を集めた。

「科学的リテラシー」についても、その得点の順位が2003年の２位から2006年には６位となった
結果を受けて文部科学省が公表した「PISA2006の結果についてのお知らせ」において、「一番気
になったところは科学に対する子どもの関心が低下しているという結果」との大臣答弁が示さ
れるなど、我が国の科学の方途について危機感をもって捉えられ、その後の施策への反映ととも
に、各方面で理数教育の充実に向けた取組が加速化した。

PISAでは、対象である15歳児が、知識・技能を実生活の様々な場面で直面する課題に活用で
きる力を測っている。このような力を身に付けるためには、幼少・学童期での生活や学習などの
場面での経験を豊かにしていくことが必要であり、折々の教育の場面で子どもたちへの支援が欠
かせない。その意味でも、小学校における理科教育は大きな役割を担っていると言えよう。

ところで、小学校教員が感じる理科の指導の困難さについては、国立科学博物館「小学校教員
をめざす文系学生のための理科講座実施報告」において、「小学校教員の多くは文系出身であり、
理科の指導に苦手意識がある」と述べている（2011）。また、理科の指導における自信のなさや
自信を持てない原因として、入江ら（2008）は新規採用教員について、下井倉ら（2014）は教員
教育養成系学部での小学校理科専攻以外の学生について、ともに「理科の知識」と「実験・観察
の経験不足」を挙げ、理科に関する基本的な知見の必要性を指摘している。

Ｙ大学は小学校を中心に多くの学生を教壇に送り出している。小学校においては、基本的には
全ての教科を担当することとなり、理科の指導についても長い教員生活の中では避けては通れな
い。一方、実際に当該大学の学生から話を聞くと、「大学入学までの学校生活において理数系の
授業で苦労をしてきた」「理科の授業を受け持つことについての不安がある」との声が聞かれる
など、理科の指導に不安を感じていることが窺える。

理科や自然科学に関する大学での授業が、教壇に立ったときの学生にとって役立つものとなる
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ため、本稿では、教員養成大学である当該大学学生の実際の文理志向について調査・確認し、理
科の指導に不安を感じている学生や文科系志向の強い学生が理科の指導に当たる際の指導法や教
材開発等の視点について、現職以前に勤務してきた高等学校や県教育委員会での理科教育・地学
教育の指導経験も踏まえながら一考察を図ることとする。

２．学生の現状
学生の現状を把握するために、授業開始前に以下のアンケートを実施した。受講学生の文科系

と理科系の割合、理科のどの分野や事象に興味があるか、さらに、高等学校において理科や数学
における各科目の受講（選択）の程度について確認することとした。これに加えて、各授業後に
各分野の授業内容の振り返りの中での各分野に関する感想を求め、理科に関する率直な思いを聴
取した。

対象については「理科」（Ｙ大学令和５年度授業・２年後期開設）を受講する34名であり、全
員から回答を得た。２年生全体（64名）の53.1％が本アンケートに答えたこととなる。

まずは「文科系・理科系の類型でいえば、あなた自身は下のいずれに当てはまると思いますか。
○をつけてください」と問うた。選択肢は「文科系」「どちらかと言えば文科系」「どちらかと言
えば理科系」「理科系」である。結果は図１の
とおりである。当初想定されていたように、
文科系の意識をもつ学生が多いが、理科系も
相当数（本クラスは４分の１程度）在籍して
いる。もちろん本授業が自然科学系の選択授
業であることから、この割合を２年生全体の
結果と見なすことはできないが、大まかな傾
向は見て取れる。なお、本データ補完のため
令和６年度の同授業で同様のアンケートを実
施したところ（回答58人）、文科系と理科系の
比は概ね３：１で、ほぼ同じ傾向であった。

次に「理科に関する内容のうち、興味・関心のある分野や事象があれば、３つ以内であげてく
ださい」と問うた。回答のあった事象を「物理」「化学」「生物」「地学」の４つの分野に分類し
た結果は図２のとおりである。質問１の傾向からすると生物分野が多いことは予想されたが、地
学分野への興味が生物分野に近い割合で見られ、この２つの分野で約80％を占めている。一方、
化学分野や物理分野についてはそれぞれ全体の14.5％、5.3％にとどまった。

さらに「高校時代に授業を受けた理科の科目に○を付けてください」と問うて高校時において
履修した理科の科目について聞いた。その結果は図３のとおりである。これによると「科学と人
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間生活」の履修者はわずかであった。当該大学の学生の出身高校における所属学科を見ると、そ
の多くが普通科であることからこの結果は頷ける。さらに、物理、化学、生物、地学の４領域別
で見ると、化学と生物は、ほとんどの学生が学習済みであることに対して、物理についての履修
は７割強、地学については２割程度と、高校時代に物理や地学を学んでいない学生が相当数いる
ことが確認できた。高等学校の理科の選択科目において、基礎を付した科目のみの選択の場合に
は３科目履修が必須であるため、化学基礎と生物基礎の履修に加えて物理基礎又は地学基礎の履
修を課している学校が多いことが窺える。
「高校時代に授業を受けた数学の科目に○を付

けてください」と数学についても同様に問うた
結果が図４である。これによると、大半の学生
が、数学Ⅱ・数学Ｂまで履修していることが分
かる。前述のとおり、当該大学の多くの学生が
普通科出身であり、高等学校においては進路の
選択幅を狭めないよう文科系の学生も普通科で
は数学Ⅱ・数学Ｂまで履修する傾向があり、そ
のことが本アンケートからも明らかとなった。

以上のアンケートの結果から、当該大学の学生は、文科系志向を「自認」している学生が多く
を占めていることが分かった。文科系志向の強い母集団に対し、大学における理科の授業をどの
ように展開すれば内容の理解が促進できるかということについて当該大学の理科の授業を通じた
実践を行うとともに、毎時間提出を求めた学生からの振り返りも確認しながら、小学校において
興味や意欲をもって理科を指導していくための大学での授業について考察をしていく。

３．理科の指導における視点
１）文科系志向の強い学生への理科授業

理数で苦労しているという学生たちも、小学校の頃にはそこまでの苦手意識や興味の薄い状態
にはなかったと述べている。中学校、高等学校と学年が進むにつれ内容が濃密となっていき、学
習すべき内容の多さからくる授業の進度の速さも相まって、理解が十分とならず、さらにこの状
況が負のスパイラルとして重なり、いつしか理科は縁遠いものとなっていくのではないかと考え
られる。しかし、実験等の活動も交えながら行った本授業での様子を見ると、その表情は明らか
に楽しそうに興味をもって取り組んでいた。学生の学習後の振り返りには「小学校の頃に行った
実験を思い出しました」との記載も多く見られることからも、これらの活動をもとに授業を構成
していくと、理科のおもしろさに気付き、他者との共感により、より具体的な方策や手立ても導
き出せるのではないか。すなわち、学生たちがたどってきた学校生活で経験した観察や実験を、
その目的や内容を理解しながら今一度行うことで、理科のおもしろさを再認識することができる
と考える。また、指導者の視点をもって取り組んでいる今のタイミングが実験の意図や実験操作
に伴うポイントや留意点についての理解が進むと考える。幸いにも、当該大学の学生は、教員に
なりたいという熱い気持ちをもって各授業の中でディスカッション等の話し合い活動が頻繁に実
践されており、テーマについて協働して考え深める活動は多く経験している。これらの活動に加
えて、指導内容を十分理解し、観察、実験を円滑に行えるようになることで、大学での学修成果
が学校現場でさらに生かせるようになると考える。

２）本授業での配意事項
本授業「理科」は、以下の４点を配意した上で構成している。
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（１）学習指導要領の確認
教科書Ｑ＆Ａ（文部科学省）によると、「教科書は、『小学校等の学校において、教育課程の構

成に応じて組織排列された教科の主たる教材』として位置付けられ、（中略）教育の機会均等を
実質的に保障し、全国的な教育水準の維持向上を図るため、上記の各学校において、教科書を使
用することが義務付けられている」とされている。また、学校現場では教科書の記載内容をもと
に授業に工夫を加えた指導を展開しており、学校における実践の場で日々接しているのは教科書
である。このことは、ともすると、日常的に使われているが故に、教科書が学習指導要領に準拠
しているという意識が希薄になるとも考えられる。したがって、学生の時期こそ学習指導要領を
中心に据え、これが指導内容や指導方法を示す基盤であることを確実に認識させていくことが必
要である。教科書ではなぜそのような記載になっているのか、指導の目的から外れないためにも
学習指導要領にさかのぼって検証する意識・習慣を醸成していくことが必要と考える。

このことに鑑み、まずは、学習指導要領における小学校理科の目標（図５）に基づき、小学校
理科では何を身に付ける必要があるのかという意識を常にもっておくことが肝要である。次に、
各学年で設定されている、共通の視点に意識を向けることも必要である。学習指導要領には、「横
の視点」というべき、思考力、判断力、表現力等における“各学年で育成を目指す問題解決の力”
が示されており（図６）、学生たちには、この点についても繰り返し取り上げるべきと考える。
また、「縦の視点」というべき“学年を重ねるごとに内容が深化していく系統性”についても大切な
視点である。

このように、学年で共通化された視点を踏まえた指導（横の視点）と学年間の内容の関連・系
統性に基づく指導（縦の視点）を意識し、俯瞰的な視点をもって指導に当たることが必要である。

自然に親しみ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，
実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象についての問題を科
学的に解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
⑴ 　自然の事物・現象についての理解を図り，観察，実験などに関す

る基本的な技能を身に付けるようにする。
⑵　観察，実験などを行い，問題解決の力を養う。
⑶　自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。

図５　学習指導要領における小学校理科の目標
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図６ 　小学校理科における“各学年で育成
を目指す問題解決の力

（２）指導内容の系統性
①　理科学習のスタート：生活科との関連

小学校３学年に開始となる理科の学習においては、１、２学年での学習事項を踏まえていくこ
とで、児童はスムーズに理科の学習を行うことができる。この視点で言えば、１、２学年で学習
する生活科の指導内容には十分配意する必要がある。小学校学習指導要領解説理科編にも、生活
科の学習との関連を考慮して、「なお、理科の学習が、小学校第３学年から開始されることを踏
まえ、生活科の学習との関連を考慮し、体験的な活動を多く取り入れるとともに、問題解決の過
程の中で、『理科の見方・考え方』を働かせ、問題を追究していくという理科の学習の仕方を身
に付けることができるよう配慮する」との記載がある。

そこで、このたびの実践においてもこの点をより意識できるよう、エネルギー領域での３学年
の内容である「風とゴムの力の働き」「光と音の性質」「磁石の性質」「電気の通り道」の４つを
提示し、これらの内容が、生活体験に基づく身近な事象について取り上げていることを指摘する
とともに、４学年以降に子どもたちが学習する力学や光・音、電磁気に関する基本的な概念を形
成するための重要な起点となる内容であることを概説した。さらに体験的な活動として、３学年
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で行う「ものづくり」の事例について取り上げた。
②　学年を超えた指導内容の系統性
「理科」として学習する３学年から６学年までの指導内容に系統性があることは指摘するまで

もないが、筆者担当のエネルギー領域と地球領域についてその系統性を占めす図７を学生に提示
して、内容を俯瞰的に捉えることに特に配意した。学生には、一連の学習の流れを意識した系統
的な指導とともに、児童の学習歴やレディネスを踏まえた指導が子どもたちの円滑な理解につな
がることを意識させ、学生の学修を促した。

（３）数式等の考え方
これまでの学校生活で理数科目に苦労した学生には、あまり数式や難解な理論に立ち入らずに

進めていき、その中で学生の理解度に基づき興味の継続を確認しながら進めていくことが必要と
考える。現に、小学校の理科の指導において複雑な計算や理論は必要ない。大切なのは、学生が
自然に目を向け、自然に興味や知的好奇心をもち、事象の不思議を感じること、さらに、それに
ついて「なぜ」を感じ、調べ、様々な方法を駆使して確かめようとすることである。これらの活
動を学生が意欲的に行えるよう、指導すべき内容を焦点化し、身近な自然現象や生活の中の事物
や現象に目を向け、理科が難解であるという固定観念の払拭に注力しつつ、疑問に対して学生同
士がともに考えようとする雰囲気を作ることが必要である。本取組においてもこの点を意識して

図７　小学校理科の指導内容の系統性（エネルギー領域及び地球領域）
（小学校学習指導要領解説 理科編 より）
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実践を進めることとした。

（４）安全への意識の醸成
安全に授業を進めることはどの授業でも必要な視点であるが、理科の授業においては観察、実

験を中心とした活動の場面も多くあることから特に配意しておく必要がある。将来、指導者とな
る学生が安全への意識を高めて安全に授業が進められるよう、観察、実験を実施するに当たって
の予備実験の重要性や授業の中に潜んでいるリスクなどを本授業にも組み込んだ。その際、教育
センターや研究機関が公開している安全な観察実験の進め方に関するマニュアルは参考になるも
のであり、このような資料の存在を学生に紹介するとともに、これを活用しながら実践的な指導
を行うこととした。

４．授業の概要
１）授業の目標

本授業では、当該大学が設定しているディプロマ・ポリシー４項目のうち、「（１）知識理解と
実践力：各学問分野における基本的な知識や幅広い教養を修得することで豊かな人間性や広い見
識を身につけ、人間の成長・発達・学びについての専門的知見と技能をもって子どもを理解し、
豊かな学びへ導く実践力を有している」を特に満足するように配意するとともに、以下の５つの
達成目標を設定し、２名の教員で分担して授業を行った。

１．物質概念（化学分野）に関する知識を修得できる。
２．エネルギー概念（物理分野）に関する知識を修得できる。
３．生物概念（生物分野）に関する知識を修得できる。
４．地学概念（地学分野）に関する知識を修得できる。
５．小学校理科における基礎的な知識の活用や授業構成を考えることができる。

このうち、筆者は上に示す項目2.と4.について担当するとともに、項目5.についても満足できる
よう学習指導要領を意識しながら授業を構成した。

２）自作テキストの作成
先のアンケート結果からも、高等学校において、化学や生物の履修率はほぼ100％である。こ

れに対し、筆者担当授業のエネルギー領域（物理）及び地球領域（地学）に関連する高等学校の
「物理」が２割強、「地学」にあっては約８割の学生がそれらを受講していないという現状がある。
そこで、物理や地学に関する内容については、これに関する基本的な知見を盛り込んだテキスト
を作成し、これをもとに授業を進めることとした（図８）。ただし、限られた授業時間の中で全
てを網羅することは困難であることから、小学校理科の指導内容に関連したことを中心に取り上
げることとした。

具体的な取組として、前述にて指摘した学習指導要領への意識を高めるため、冒頭１ページ目
は、学習指導要領の具体的な指導内容について掲載した。さらに、各項目・各学年での指導内容
の系統性を意識させるため、一連の流れとなるよう配置した。

２ページ目以降は、達成目標にも記載されている「○○概念に関する知識」に関する内容を配
置し、内容の定着がより図られるようにした。また、小学校理科で扱っている内容をよりイメー
ジできるよう、観察、実験例を組み込むとともに、授業内での活動に取り入れ、理解の一層の深
まりを試みた。
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図８　テキストの構成（抜粋）
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３）「やまぐちっ子学習プリント」の活用
山口県教育委員会が所管するWebページ「やまぐち学習支援プログラム」には、評価問題とし

て「やまぐちっ子学習プリント」が公開されている。本授業ではこれを活用することとし、授業
後の課題として提示して学生に解くよう指示した。その結果、例えば、豆電球の構造が十分理解
できていない学生が見られるなど、学生の日々の生活では意識されない内容については回答率が
芳しくない傾向があった。そのような内容を丁寧に掘り起こし、学生に課題意識をもたせ高めて
いくことの必要性を感じた。これについては追加の解説を行うとともに、日々の生活体験や何気
ない事象から様々なことに気付くことが理科の指導にはとても大切であることを指摘した。

加えて、「問いを解く」こともさることながら、本プリントには「問題」という形をとりなが
ら取り上げるべきポイントや留意すべき点が表出している、とみることができる。

このことを踏まえ、学生に「分析」の視点をもたせるため、良問の抽出を行うとともに、その
理由についてクリティカル・シンキングを働かせながら挙げていく活動を組み込み、問題を評価
していくという視点を養うこととした。解答者の視点から出題者の視点への移行、すなわち、学
生の立場から指導者の立場へ変えていくことが教員養成を担う機関としては重要な視点である。
授業においては、実際教壇に立って評価問題を作成するときに何がポイントとなるかを気付かせ
るよう、これについてのレポートを課し、学修を促した。

５．授業実践の具体
以下、15回実施の授業のうちの３回分を取り上げて、授業の様子を示す。
１）エネルギー領域「ものづくり」に関する実践
　まずは、エネルギー概念の中の力学、電気に関する概念を理解するための授業である。ここで
の達成目標は「エネルギー概念（物理分野）に関する知識を修得できる」である。

本時では、特にエネルギー領域での指導場面の多い「ものづくり」についての効果とその重要
性に鑑み、小学校３学年が学習する「風とゴムの力の働き」におけるゴムの働きについての理解
のため、「ゴム自動車をつくって走らせよう」
と題し、ものづくりを実践した（図９）。
「ものづくり」をできるだけ取り組みやすく

するには、題材は簡便にできるようなものとす
るとともに、身近で安価な材料を活用すること
が有効である。本時においても、これに基づい
て「ものづくり」を行った。当初、学生にとっ
て難しい工程はないと考えていたが、実際の活
動においては、タイヤ（紙）の中心に車軸（竹
串）を通す工程などでは多くの学生の苦労して
いる姿が見られ、繰り返しの体験が必要である
ことが明らかになった。

学生からは、「作成につまずくことも、活動
内で友人と試行錯誤をすることでよりよい活
動を行うことができた」「身近のものを使い、
ゴムの性質を利用して車をつくれ、楽しく学ぶ
ことが大切だと思う」「班の皆でつくったゴム
自動車を他の班と競争することで楽しさを覚え
た」などの振り返りがあり、エネルギー領域に

･････････････････････････（中略）･････････････････････････ 

図９　「ものづくり」のワークシート（一部）
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おける「ものづくり」の重要性を理解できたようである。

２）地球領域（大地の変化）に関する実践
次に、地学概念の中の地球内部の構造、地層・岩石などについて理解する授業である。ここで

の達成目標は「地学概念（地学分野）に関する知識を修得できる」である。
本時では、はじめに小学校学習指導要領の地球領域（雨水の行方と地面の様子（４年）、流れ

る水の働きと土地の変化（５年）、土地のつくりと変化（６年））の系統性を概説し、その後、岩
石や地層に関する基礎的概念について自作テキストをもとに概説した。その後、図10に示す流れ
により、真砂土と畑の土の２種類についてふるいにかけて、粒度が概ね礫、砂、泥である砕屑物
をそれぞれ観察した。

この授業後、学生は以下のような感想を示していた。いくつか抜き出してみる。

　　・ 　地表に関する学習は教科書やビデオを見ることが多く、今回のような実験が室内ででき
ることを知らなかった。

　　・ 　ふるいを使って礫、砂、泥の３つに分ける実験を始めて行ったが、とても分かりやすく
て、実際にどのくらいの大きさかということがよく分かった。

　　・ 　（水に浮遊する）泥を目視することで、なぜ泥が遠くまで運ばれるかを改めて納得する
ことができた。

　　・　（礫、砂、泥を）触ったり見たりして違いを感じることができてよかったです。
　　・ 　（粒の大きさが）礫、砂、泥の順になっていることは知っていましたが、土をふるいに

かけて粒の大きさを調べることで、それぞれの粒の大きさのイメージが変わりました。
（下線は筆者による）

学生たちは、土砂を扱う実験を室内で行うことができることに、まずもって大きな驚きをもっ
たようであった。さらに、下線の部分に注目すると、学生は、「『実際に』どのくらいの大きさか」

「違いを『感じる』」「イメージが変わる」など、「体験する」ことにより、実感を伴って理解する
ことで、より強く自らのものとしていたことが分かる。とかく地学分野の実習は野外でないとで
きないように思われる向きがあるが、工夫により、室内であっても様々な活動ができる。また、
様々なモデル実験も開発されており、これらを紹介することで、地学がより身近になると考える。

また、泥がとても細かく粉っぽいことや砂が意外と粗いことなど、観察してはじめて気付ける
ことがあり、このたびの観察の場面においても、学生たちは実際に体験することにより興味を
もって事物に見入り素朴な感動を得ていた。平素の生活では砕屑物を改めて凝視する機会は少な
いが、これらを細かく観察する活動により、興味の種が身近なところに隠れていることに気付く
ことは、理科に触れる機会の少ない学生たちにとって意義深いことと考える。

なお、本時は、時間の制約上、実体顕微鏡での観察まではできなかったが、拡大して砕屑物の
角張り方や色調や光沢について観察することで、より理解が促進するものと考える。

次に、図11に示す流れにより、身近なカップと色調の異なる２種類の土（本時では真砂土と畑
の土）を用いて、地層の形成をイメージする活動を行った。

本時の活動は水の入ったカップの中に土を入れて粒子（砕屑物）の沈積していく様子や堆積後
の堆積物を観察する、という極めて単純な活動であるが、粒度の大きいものから先に堆積してい
く級化層理の形成の様子が容易に観察できることに加え、地層は下が古く上が新しいという地層
累重の法則を感じ、理解することができる効果的な実験と考える。
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この授業後、学生は以下のような感想を示していた。いくつか抜き出してみる。

　　・ 　（地層の形成を）透明な容器と土があればできるということを知り、実際に行うと層が
きれいに分かれていてとても驚いた。

　　・ 　土で地層をつくったときあんなにもキレイにわかれるもんだなぁと思った。土は（水の
中を）降っても降ってもあとからあとから粒の大きさごとの層になるので、見た目が美し
いと思った。

　　・ 　（水の入ったコップに）土を加えていくと、（堆積後の土の層の）色が違ったり、粒の大
きさが違ったりしていた様子をはっきりと見ることができたので、おもしろかったです。

図10　本時のワークシート①

図11　本時のワークシート②

図12　層状の堆積物

この活動では、色調の違う２種類の土を交互に投入することにより、見た目の美しさも相まっ
て「ミルフィーユみたい」との感想をもつ学生もいるなど、層状の構造をより視覚的に確認させ
ることができる（図12）。学生のインパクトは大きかったようで、土を構成する砕屑物が水の中
を降り積もっていく様子に見とれる者、浮遊し続ける泥の粒子の様子をじっと観察している者な
ど、熱心に観察する学生が多く見られた。このような興味や感動を授業で感じることが、昨今、
生活体験の少ないと言われる学生たちにとって必要なことであると身をもって感じた。

このように、粒径の異なる砕屑物を触り、粒度の同質な砕屑物が静かに沈積して様子を見るな
どの触覚や視覚などの五感を働かせる本時の実践は学生の興味や感動を呼び起こし、さらに、こ
こで感じた素朴な感動を子どもたちに伝えることでの教育効果は大きいものと考える。
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３）エネルギー領域（電気分野）に関する実践
最後に提示するのは、エネルギー概念の中の力学、電気に関する概念を理解するための授業で

ある。達成目標は、「エネルギー概念（物理分野）に関する知識を修得できる」である。
４年生で学習する「電流の働き」では、「乾電池の数やつなぎ方を変えると、電流の大きさや

向きが変わり、豆電球の明るさやモーターの回り方が変わること」を理解するとともに、観察、
実感に関する技能を身に付けることをねらいとしている。

本時では、オーソドックスではあるが、乾電池と豆電球、導線等を用意し、回路を実際に組ん
で、豆電球の明るさを確かめた（図13）。なお、乾電池の数やつなぎ方にとどまらず、豆電球の
数やつなぎ方も変えることで、発展的な取組を促した。

電気の世界は理学や工学を専門にしている学生にとって身近であっても、文科系の学生にとっ
ては、あえて意識を向けることは少ないようである。だからこそ実際に体験させることが大切で
あり、本時においても、学生たちは配線の違いによる豆電球の明るさの違いの程度を肌で感じ
取っていた。

さらに、ワークシートを整理する場面では、「明るい」「暗い」といった感覚的な文字での表記
に加え、客観的に記録する方法として、所持しているスマートフォンのカメラ機能を用いて画像

図13　画像貼付前のワークシート（一部） 図14　画像貼付後のワークシート（一部）

図15 　記録のためスマートフォンで
撮影する学生
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を撮影し、その画像をワークシートに貼付した。これらの活動により、一目で明るさの違いを理
解することが可能となる（図14、図15）。学生たちの反応もよく、学生からは、「豆電球の明るさ
を比べるためにスマートフォンで写真を撮って比べることで、明るさの比較がとても分かりやす
かった」の振り返りに続き、「最近では小学校でも１人１台タブレットが配付されているので、
教育現場でも写真を撮ったらいいなと思った」など、学校現場でのコンピュータの利用にも言及
するなど、学生はこの方法に有効性を感じていた。

このように、基本的な実験を行う中でICT活用について具体的なイメージをもたせることがで
きたことは、これからの学修の中で活かされていくものと考える。

６．おわりに
多くの卒業生が小学校教員となっているＹ大学において、学生に向けて自らの文理志向の意識

についてのアンケート調査を行うことを通して、一般に言われている「小学校教員は比較的文科
系志向の教員が多い」ことが類推できる結果を得た。また、学生へのインタビューから、これま
での学校生活で理科や数学において複雑な数式や難解な法則を扱うことなどにより苦手意識が先
行し、内容の面から理科の指導を不安視する一因となっていることが窺えた。

このことを踏まえ、本稿では、「指導内容」に着目し、これに関して感じている学生の不安の
払拭に向けて、小学校理科の指導内容を学習指導要領の記載をもとに体系的に捉えることや指導
の基本的なポイントを適切に示すこと、代表的な観察、実験例を取り上げ実践により課題を解決
することなどの試みを述べてきた。また、授業の実践に当たっては、子どもたちが自然を実体験
により感じ、その様子に感動したり、不思議や疑問を抱いたりしていくこと、そこから生じた疑
問等の課題を解決する方策や確かめる方法を他者と協働して議論して思考を深め、判断していこ
うとする姿勢をもつことを、学生たちが意識するよう配意した。これらの取組や実践が学生の
主体的な学びと指導内容の理解の醸成を促し、学生たちが教壇に立ったときの意欲と自信につな
がっていくことを期待したい。
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